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１．ブラジル・マクロ経済情勢 

（１）経済情勢（7月発表の経済指標） 

（ア）5月の鉱工業生産は前月比+0.3%、前年同月比+1.9%となった。 

（イ）5月の小売売上高は前月比▲1.0%、前年同月比▲1.0%となった。 

（ウ）6月の拡大消費者物価指数（IPCA）は前月比▲0.08%となった（前月：+0.23%）。 

直近 12 か月累計は+3.16%となり、前月（同+3.94%）から上昇幅は 0.78%ポイント縮  

小した。 

（エ）失業率（4月～6 月）は 8.0%となり、3か月前（1月～3月）の移動平均 8.8%から 

0.8%ポイント低下。また前年同期（2022 年 4 月～6月）の 9.3%から 1.3%ポイント 

低下した。 

（オ）伯中央銀行が週次で発表しているエコノミスト等への調査（Focus 調査）につい 

て、7月 28 日時点で、GDP 成長率予測については、2023 年は+2.24%（前週から変 

わらず）で、2024 年は+1.30%（前週から変わらず）となった。インフレ率につい 

ては、2023 年は 4.84%（前週から 0.06%ポイント下落）で、2024 年は 3.89%（前週 

から 0.01%ポイント下落）となった。 

 

（２） 経済政策等 

     連邦議会下院は、7月 7日、付加価値税の創設を中心とする税制改革に係る憲法修 

正案を可決。連邦及び州・市における新たな付加価値税（CBS 及び IBS）や、環境・健 

康に影響を与える物品への選択税の創設の他、地方開発、既存の税制優遇措置の補填、 

アマゾナス州経済に関連する 3つの基金の創設等が含まれる。今後上院において審議 

が行われる。 

 

（３）金融政策 

        8 月 1 日及び 2 日に開催された伯中央銀行金融政策委員会（Copom）において、政

策金利である Selic 金利を 0.50％引き下げて 13.25%とすることが決定された。次回会

合は 9月 19 日及び 20 日に開催予定。 

 

（４） 為替市場（レートは伯中銀の公表値から算出） 

（ア）7月の為替市場は 4.72～4.90 レアル/ドルで推移。 

（イ）月の前半は 4.79～4.90 レアル／ドルで推移。国内での税制改革の前進や、内外の 

物価動向や金融政策を巡る動向等を材料に上下して推移した。 

（ウ）月の後半は 4.72～4.83 レアル／ドルで推移。内外の金融政策を巡る動向や、伯信

用格付けの引上げ等を材料に上下し、概ね上昇傾向で推移した。 

 

（５） 株式市場 

（ア）7月の株式市場は 117,426～122,560 ポイントで推移。 

（イ）月の前半は 117,426～119,673 ポイントで推移。国内での税制改革の前進や、内外 



の金融政策を巡る動向等を材料に上下し、概ね下落傾向で推移した。 

（ウ）月の後半は 117,552～122,560 ポイントで推移。資源価格の動向等や信用格付けの 

引上げ等を材料に上下し、概ね上昇傾向で推移した。 

 

２．ブラジル政治情勢（7月の出来事） 

 【内政】 

（１）税制改革法案が下院を通過 ＊１．ブラジル・マクロ経済情勢の（２）にも同トピック記載 

連邦議会下院は、7月 7日、付加価値税の創設を中心とする税制改革に係る憲法修案 

を可決。2回の採決において、憲法修正案（PEC）の可決に必要な 308 票を大幅に上回っ 

た（第 1回 382 票・反対 118 票、第 2回賛成 375 票・反対 113 票）。 

（２）国税不服審判審議会（Carf）に関する法案が下院を通過 

  7 日、連邦下院において、国税不服審判審議会（Carf）の運用見直しに関する法案が可

決された。同審議会における訴訟において、評決が同数だった場合、これまでは納税者側

が勝訴ということになっていたが、この法案が通れば、国側が勝訴することになり、結果

的に政府の歳入が改善することが見込まれる。 

（３）観光大臣の交代 

14 日、ダニエラ・カルネイロ観光大臣が罷免され、セルソ・サビーノ下院議員が新たに  

観光大臣に任命された。 

 

【外交】 

（１）第 62 回メルコスール首脳会議 

4 日、アルゼンチンのプエルト・イグアス市で第６２回メルコスール首脳会議が開催さ 

れ、ブラジルはメルコスールの輪番議長国に就任した。主に、EU メルコスール FTA が議題

に取り上げられ、特に EU からブラジルへの環境問題に関する新たな要求に関して協議さ

れた。 

（２）茂木自由民主党幹事長の訪伯 

  12 日、茂木自由民主党幹事長、堀内同副幹事長、山下同副幹事長が訪伯し、ヴィエイラ 

伯外務大臣、アダッジ財務大臣等と会談を実施した。ヴィエイラ外相との会談においては、 

日伯の伝統的な友好関係や、政治、経済、領事の各分野における二国間関係促進について 

協議された。 

（３）第３回 EU-CELAC 首脳会議 

17 日及び 18 日、ベルギーのブリュッセルにおいて、第３回 EU-CELAC 首脳会議が開催

された。共同声明のウクライナ紛争の箇所について、ボリッチ・チリ大統領は、ロシアを

非難することに同意しなかった国に不満を表明し、それに対し、ルーラ大統領は、ボリッ

チ大統領を批判した。また、同首脳会議のマージンにおいて、マクロン仏大統領主催によ

るベネズエラ情勢に関する会合が行われ、ルーラ大統領、ペトロ・コロンビア大統領、フ

ェルナンデス・アルゼンチン大統領、ボレル EU 外務・安全保障政策上級代表、ロドリゲ

ス・ベネズエラ副大統領、ブライデ・ベネズエラ統一プラットフォームコーディネーター

（野党代表）が出席した。ルーラ大統領がベネズエラ情勢に関する会合に出席したのは今

回が初めてであった。 



（４）ヌーランド米国務次官の訪伯 

20 日、ヌーランド米国務次官が訪伯し、アモリン伯大統領府首席補佐官及びロシャ伯   

外務省次官と、それぞれ会談を実施した。ヌーランド米国務次官は、上記のベネズエラ情  

勢に関する会合に関して、「伯のリーダーシップ及び外交的手腕が、マドゥーロ・ベネズ 

エラ大統領に影響を与え、自由で公正な選挙が行われるようになることを期待している」 

と述べた。 

（５）ルセーフ新開発銀行総裁がプーチン露大統領と会談 

26 日、ルセーフ新開発銀行（NDB、BRICS 銀行とも呼ばれる）総裁は、プーチン大統領

と会談した。同会談においては、８月に開催される BRICS 首脳会議や NDB の拡大について

話し合われた。ルセーフ総裁は「NDB は、ロシアが欧米の制裁に対処するのを支援するも

のではない」と述べるとともに、「より多国間で多極的な世界」を擁護し、ロシアを「BRICS

と NDB における偉大なパートナーである」と述べた。 

（６）当地メディアによるゼレンスキー・ウクライナ大統領へのインタビュー 

26 日、当地主要大手メディア Globo News によりゼレンスキー大統領へのインタビュー

が行われた。ゼレンスキー大統領は、「ルーラ大統領をキーウに招待したが、拒否された。

ルーラ大統領との会談は両国間の関係を改善し、強化するために不可欠なものだ。もしル

ーラ大統領からの招待があり、国内が困難な状況でなければ、私はブラジルを訪問するつ

もりである」と述べた。 

（７）ルーラ大統領、ペニャ・パラグアイ次期大統領と会談 

28 日、ルーラ大統領はペニャ次期大統領と会談した。会談では、主にイタイプ条約（両

国によるパラナ川の水力発電開発に関する法的文書）の見直し、メルコスール、ベネズエ

ラとの関係再構築等について話し合われた。 

 

３．トピックス 

（１）日本人ブラジル移住 115 周年記念：連邦上院議会レストランにおける「国際和食ウ 

ィーク」の開催（6月 28～29 日） 

6 月 28 日～29 日、連邦上院議会レストランにおいて、「国際和食ウィーク」が開催さ 

れた。同イベント開催に向けては、野原一峰・大使公邸料理人が二日間にわたるレストラン

への調理研修とイベント当日の調理監督を務め、当館としても成功に向けて全面的に協力を

行った。 

イベント開催中、レストランでは、2日間で 450 人余りの来客を得、多数の方に本格的な

日本料理をコースで楽しんでもらうことができた。28 日には、ファバロ農務大臣、アルベス

上院議員、ルーカス上院議員も来訪し、林大使と和食を楽しんだ。 

また 30 日には、野原料理人は全国商業研修機関（SENAC）において Aula-show を行い、天

丼の作り方を指導した。（Aula-show の様子はこちらのリンクからご覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=1PeC7dY5j84&t=2845s


 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（２）林大使のミナスジェライス州及びサンパウロ州訪問（7 月 5～8日） 

林大使は、7 月 5～7 日にミナスジェライス州、同月 7～8 日にサンパウロ州を訪問した。 

5 日午後、林大使は、日本経済団体連合会とブラジル全国産業連盟（CNI）が主催し日ブラ

ジルのビジネスリーダー400 名超が参加した第 24 回日本ブラジル経済合同委員会の開会セ

ッションに登壇し、脱炭素化・クリーンエネルギー、デジタル等の分野での日本政府の取り

組みを紹介しつつ、日・ブラジル及び日・ミナスジェライス州間の経済交流促進を期待する

旨挨拶を行った。続いて、同じく開会セッションに出席したロメウ・ゼマ/ミナスジェライ

ス州知事を表敬し、ビジネス関係強化や地域警察分野での協力含め、日本とミナスジェライ

ス州の関係強化の方途につき意見交換した。さらに、林大使は、ミナスジェライス州の経済・

経営・ビジネス専門誌である、ディアリオ・ド・コメルシオ紙によるインタビューを受けた。

（掲載記事は、こちらを参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 日は経済合同委員会 2日目のセッションに出席した後、同日午後、ベロオリゾンテ市に

所在するミナス日伯文化協会の会館を訪問し、同敷地内の日本語モデル校やレクリエーショ

ンホール等を視察した。さらに、林大使は、ミナスジェライス州最古の新聞社であるエスタ

ード・ジ・ミナス紙によるインタビューを受けた。（掲載記事はこちらを参照ください。）

会場の様子 カルロス・ファヴァロ農務大臣の来訪 

日ブラジル経済合同委員会への出席 ロメウ・ゼマ/ミナスジェライス州知事への表敬訪問 

https://diariodocomercio.com.br/dc-entrevista/oempresas-do-japao-cogitam-investir-em-minas-gerais/
https://www.em.com.br/app/noticia/politica/2023/07/10/interna_politica,1518101/brasil-japao-embaixador-preve-isencao-em-vistos-e-nova-fronteira-comercial.shtml?utm_source=hardnews&utm_medium=hardnews&utm_campaign=score&utm_term=undefined


6 日夜には、ミナス日伯文化協会の幹部 7名と、同協会の活動状況や今後の連携方途につき

意見交換を行った。 

7 日午前は、ロドリゴ・ピアッシ・ド・ナシメント/ミナスジェライス州軍警察司令官を表

敬し、日・ミナスジェライス州間で続く地域警察分野での協力等につき意見交換した。続い

て、同州軍警察管区内の移動式交番システムを視察した後、同管区内で軍警察とも協力して

いる現地校を訪問し、護身術としてブラジリアン柔術等を習う子どもたちによるデモンスト

レーションを含む歓迎行事に出席した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 日夕方から夜にかけては、在サンパウロ総領事公邸にて、小原彰氏（元陸軍航空部隊司

令官）に対する令和 4年春の外国人叙勲伝達式が開催され、林大使から小原氏へ旭日小綬章

を授与した。 

8 日午前、林大使は、サンパウロ・エキスポ・エキシビション＆コンベンション・センタ

ーで開催された、ブラジル日本都道府県人会連合会（県連）主催「第 24 回日本祭り」に出

席し、JICA ブース、JETRO ブース等を視察した後、開会式に登壇し挨拶した。また、開会式

に出席したフレイタス/サンパウロ州知事他とも挨拶を交わした。8 日午後、サンパウロ州

サンロケ市のブラジル日本文化福祉協会（文協）国士舘公園にて開催された、文協主催「第

26 回桜祭り」を訪問し、同公園内の施設及び出展ブース等を視察しつつ、同祭り関係者と意

見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ブラジル日本都道府県人会連合会（県連）主催「第 24回日本祭り」への出席 

ミナス日伯文化協会訪問 ミナスジェライス州軍警察総司令官への 

表敬及び視察 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）林大使のサンタカタリーナ州訪問（7月 19～20 日） 

林大使は、7月 19～20 日にサンタカタリーナ州を訪問した。 

19 日午前、林大使は、トパジオ・ネット/フロリアノポリス市長を表敬し、漁業や IT 等含

む様々な分野での今後の協力可能性につき意見交換を行った。さらに、ジョルジーニョ・メ

ロ/同州知事を表敬し、経済分野や日系社会との連携等につき意見交換を行った。引き続い

て、同州知事主催昼食会に出席した。 

19 日午後、サンタカタリーナ州上下水道会社（CASAN）を訪問し、日本政府の円借款によ

り整備中の下水道処理設備や工事の進捗等につき説明を受けた後、整備中の下水処理設備の

一つを視察した。19 日夜には、フロリアノポリス在住の日系人関係者 5 名と、現地日系社

会の課題や今後の連携方途等につき意見交換した。 

20日午前、フロリアノポリス市内ペリ湖沿岸に位置するCASAN運営の浄水場を視察した。

20 日昼には、フロリアノポリス在住日系人関係者を含む 7名とサンタカタリーナ州の政治・

経済等情勢や今後の日系社会及び元訪日研修生・国費留学生との連携方途等につき意見交換

を行った。 

20 日午後は、過去に日本政府が JICA を通じ土砂災害ハザードマップの作成や土石流対策

の計画等を支援したサンタカタリーナ州防災局を訪問し、同局内に設置された防災のための

州内モニター設備、気象観測システム等を視察した。さらに、NSC 局（サンタカタリーナ州

のグローボ系プレス）を訪問し、同局ラジオ CBN Floripa 番組内に生出演しインタビューに

応じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
トパジオ・ネット/フロリアノポリス市長への表敬 若宮丸漂流民上陸記念碑視察 

文協主催「第 26 回桜祭り」への出席 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．大使館からのお知らせ 

（１）在伯公館 SNS リンク一覧 

在ブラジル大使館をはじめ各総領事館及び領事事務所では、SNS にて文化イベントを含め

最新情報等を随時更新しています（以下リンク先をご参照ください）。 

 

在ブラジル大使館 ：facebook instagram YouTube 

在ベレン領事事務所：facebook 

在マナウス総領事館：facebook 

在レシフェ総領事館：facebook instagram 

在リオデジャネイロ総領事館：facebook instagram YouTube 

在サンパウロ総領事館：facebook YouTube 

在クリチバ総領事館 ：facebook  Instagram  YouTube 

 

（２）外務省 海外安全ホームページ 

（ア）各国の危険情報や安全対策等海外赴任、出張及び旅行をする際の留意点を公開し て 

います。 

http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

ジョルジーニョ・メロ/ 

サンタカタリーナ州知事への表敬 

サンタカタリーナ州上下水道会社（CASAN）往訪 

サンタカタリーナ州防災局視察 NSC 局によるインタビュー 

https://www.facebook.com/EmbaixadaDoJapao/
https://www.instagram.com/embaixadajapao/
https://www.youtube.com/channel/UCkdx6mhYC4atJNuAaIVhVpQ
https://www.facebook.com/ConsuladodoJapaoBelem
https://www.facebook.com/JapanConsManaus/
https://www.facebook.com/ConsuladoGeraldoJapaonoRecife/
https://www.instagram.com/consuladogeraldojapao_recife/
https://www.facebook.com/JapanConsRio/
https://www.instagram.com/consulgeraldojapaorj/
https://www.youtube.com/channel/UCbMUyZYaSlswF_ZyfmsycVw
https://www.facebook.com/JapanConsSaoPaulo/
https://www.youtube.com/channel/UCbCfrf-scgEglm6aSVU33Cg
https://www.facebook.com/JapanConsCuritiba
https://www.instagram.com/consuladojapaocwb/?hl=en
https://www.youtube.com/c/ConsuladoGeraldoJap%C3%A3oemCuritiba
http://www.anzen.mofa.go.jp/


（イ）各公館で四半期毎に「海外安全対策情報」を公開しています。在伯大使館の情報（令  

和 5 年度第 1四半期）は以下のリンク先から。 

https://www.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/kaigai_anzen_taisaku.html 

（ウ）各在伯公館が「在外邦人向け安全の手引き ブラジル」を作成し公開してい 

ます。 

https://www.anzen.mofa.go.jp/manual/brazil_manual.html 

 

（３）ブラジル渡航情報 

（ア）危険情報 

最新更新日：2022 年 4 月 5 日 

http://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_259.html 

以下の地域が「レベル１：十分注意してください。」となっています。 

・ブラジリア連邦区 

・サンパウロ州大サンパウロ圏及びカンピーナス市 

・リオデジャネイロ州大リオ圏 

・エスピリトサント州大ビトリア圏 

・アマゾナス州大マナウス圏 

・ロライマ州北部 

・パラー州大ベレン圏 

・ペルナンブーコ州大レシフェ圏 

・バイーア州大サルバドール圏 

・セアラ州大フォルタレーザ圏 

・パラナ州大クリチバ圏 

・リオ・グランデ・ド・スル州ポルトアレグレ市 

 

（イ）安全対策基礎データ 

最新更新日：2022 年 8 月 1 日 

https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure_259.html 

主要各州、都市毎の犯罪発生状況、防犯対策及び滞在時の留意事項等に加え 

査証、出入国審査及び新型コロナウイルス関連情報や大使館、総領事館の緊急連 

絡先を公開しています。 

 

（ウ）テロ・誘拐情勢 

最新更新日：2023 年 4 月 11 日 

https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror_259.html 

 

https://www.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/kaigai_anzen_taisaku.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/manual/brazil_manual.html
http://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_259.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure_259.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcterror_259.html
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ブラジル経済・二国間経済関係概観

Ⅰ．経済構造

1. 人口約２億300万人、面積約851万km2（2022年国勢調査）
2. 世界第11位の経済規模（名目GDP約１.92兆ドル（2022

年）：日本の約45％）。一人当たりGDP（約8,995ドル
（2022年見通し））は、日本の約27％。

3. 世界有数の農業・資源国であるが、産業別国内総生
産（GDP）額では第三次産業（サービス業）が高いウェ
イトを占めている。

4. GDPを需要項目別でみると、家計消費や総固定資本
形成（投資）といった内需が成長に寄与している。

名目GDP各国比較（2022年）
（兆ドル）

（兆レアル）

（出典）IMF World Economic Outlook, April, 2023

名目GDPの推移

（出典）伯地理統計院（IBGE）
（出典）伯地理統計院（IBGE）

名目GDPの産業別構成比（2022年）

1
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実質GDP成長率と産業別寄与度の推移（暦年）
（前年比、％）

実質GDP成長率と需要項目別寄与度の推移（暦年）
（前年比、％）

実質GDP成長率と産業別寄与度の推移（四半期） 実質GDP成長率と需要項目別寄与度の推移（四半期）

※寄与度はIBGE公表値から当館にて試算、「誤差」、「在庫及び誤差」はGDP全体から各項目を除したもの。（出典）伯地理統計院（IBGE） 2

（季節調整済み、前期比、％）（季節調整済み、前期比、％）

Ⅱ．経済の現状

ブラジル地理統計院（IBGE）が6月に発表した2023年第1四半期の実質GDP成長率は前期比+1.9%（前期の▲0.1%から反転）、前年同期比
+4.0%（9四半期連続のプラス）となった。
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3

≪各機関によるGDP成長率見通し≫

（前年同期比、％）

実質GDP成長率と産業別寄与度の推移（四半期） 実質GDP成長率と需要項目別寄与度の推移（四半期）

（前年同期比、％）

※寄与度はIBGE公表値から当館にて試算、「在庫及び誤差」はGDP全体から各項目を除したもの。（出典）伯地理統計院（IBGE）

２０２３ ２０２４

IMF
（2023年7月）

+2.1% +1.2%

伯財務省
（2023年7月）

+2.5% +2.3%

伯中銀
（2023年6月）

+2.0% -

伯中銀Focus
（2023年7月28日）

+2.24% +1.30%
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次回伯中央銀行金融政策委員会（Copom）は8月1日及び2日に開催。

政策金利の推移（2016年～）

拡大消費者物価指数（IPCA）上昇率の推移（各月）

（％）

（出典）BCB

（出典）伯地理統計院（IBGE）
（出典）伯地理統計院（IBGE）

拡大消費者物価指数（IPCA）上昇率の推移（12か月累計）

6月の拡大消費者物価指数（IPCA）は前月比▲0.08％、直近12か月累計では3.16％となった。

物価の動向と政策金利

インフレターゲット
2023年：3.25％（許容幅1.75～4.75％）

4

拡大消費者物価指数（IPCA）上昇率の項目別寄与度

※寄与度はIBGE公表値から当館にて試算、（出典）伯地理統計院（IBGE）

（％）
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失業率の推移（３か月移動平均）

労働市場、消費、生産、財政収支の動向

失業率（4月～6月）は8.0%となった。

（出典）伯地理統計院（IBGE）

（％）

（2022年=100、季調済）

鉱工業生産指数の推移（月次）

（出典）伯地理統計院（IBGE）

（出典）伯地理統計院（IBGE）

小売・サービス売上高指数の推移（月次）

5

財政収支の推移（12か月累計）

（出典）伯中央銀行

小売売上高（5月）は前月比▲1.0%、前年同月比▲1.0%となった。サービス売
上高（4月）は前月比+0.9%、前年同月比+4.7%となった。

鉱工業生産（5月）は前月比+0.3%、前年同月比+1.9%となった。
公的部門（連邦政府、中央銀行、社会保障院）の2023年6月のプライマリー収
支（税収等と政策的経費の収支）は▲243億レアルの赤字、利払い費は
▲6,381億レアルで、これらを合計した名目収支（債務残高の増減分）は
▲6,624億レアルとなった。
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国際収支の動向

外国直接投資（資本参加分）流入額

（出典）伯中央銀行 ※貸付は除く

国際収支

（出典）伯中央銀行

6

外貨準備高

（出典）伯中央銀行

（出典）伯中央銀行

対外債務・債権収支

no 

Tabelas 

（億ドル）

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
2023年

6月

経常収支 ▲ 515 ▲ 650 ▲ 245 ▲ 464 ▲ 570 ▲ 138

貿易収支 434 265 324 364 442 378

サービス収支 ▲ 360 ▲ 355 ▲ 209 ▲ 270 ▲ 400 ▲ 169

第1次所得収支 ▲ 588 ▲ 573 ▲ 383 ▲ 590 ▲ 649 ▲ 352

第2次所得収支 ▲ 0 12 23 32 38 5

資本移転収支 4 4 41 2 2 2

金融収支 ▲ 523 ▲ 644 ▲ 125 ▲ 502 ▲ 583 ▲ 126

直接投資 ▲ 761 ▲ 464 ▲ 413 ▲ 302 ▲ 608 ▲ 181

対外直接投資 20 228 ▲ 35 162 307 134

対内直接投資 782 692 378 464 915 316

証券投資 69 192 129 ▲ 79 41 ▲ 20

金融派生商品 28 17 54 ▲ 10 ▲ 20 ▲ 15

その他投資 113 ▲ 128 247 ▲ 251 78 ▲ 85
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為替・株価の推移

7月の株式市場は117,426～122,560ポイントで推移。

月の前半は117,426～119,673ポイントで推移。国内での税制改
革の前進や、内外の金融政策を巡る動向等を材料に上下し、概
ね下落傾向で推移した。

月の後半は117,552～122,560ポイントで推移。資源価格の動向
等や伯の信用格付け引上げ等を材料に上下し、概ね上昇傾向で
推移した。

株価指数（Ibovespa）の推移

為替の推移（対米ドル）

（１米ドル＝レアル）

レアル安

レアル高

（出典）B３

（出典）伯中央銀行

7

7月の為替市場は4.72～4.90レアル/ドルで推移。

月の前半は4.79～4.90レアル／ドルで推移。国内での税制改革
の前進や、内外の物価動向や金融政策を巡る動向等を材料に上
下して推移した。

月の後半は4.72～4.83レアル／ドルで推移。内外の金融政策を
巡る動向や、伯の信用格付け引上げ等を材料に上下し、概ね上
昇傾向で推移した。

（ポイント）
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中国, 476.5 , 
(21.7%)

米国, 393.9 , 
(18.0%)

アルゼンチン, 
119.5 , (5.4%)

ドイツ, 113.5 , 
(5.2%)インド, 67.3 , 

(3.1%)

ロシア, 57.0 , 
(2.6%)

イタリア, 54.8 , 
(2.5%)

日本, 51.5 , 
(2.3%)

その他, 860.2 , 
(39.2%)

中国, 879.1 , 
(31.3%)

米国, 311.5 , 
(11.1%)

アルゼンチン, 
118.8 , (4.2%)

オランダ, 93.2 , 
(3.3%)

チリ, 70.2 , 
(2.5%)

シンガポール, 
58.2 , (2.1%)

韓国, 56.7 , 
(2.0%)

メキシコ, 55.6 , 
(2.0%)

日本, 55.4 , 
(2.0%)

その他, 
1,109.6 , 
(39.5%)

Ⅲ．貿易動向

輸入額と構成比（国別）輸出額と構成比（国別）

ブラジルの貿易は、輸出、輸入ともに中国、米国、アルゼンチンが上位に占めている。2022年においては、日本は貿易相手国として輸出で9
位、輸入で10位となっている。

（出典）MDIC

数値は億米ドル、括弧内は構成比 数値は億米ドル、括弧内は構成比

8
※数値は2023年3月時点
の公表値から算出

2021年
（2,808.1億米ドル）

2021年
（2,194.1億米ドル）

中国, 894.3 , 
(26.8%)

米国, 374.4 , 
(11.2%)

アルゼンチン, 
153.4 , (4.6%)

オランダ, 
119.3 , (3.6%)

スペイン, 97.5 , 
(2.9%)

チリ, 90.9 , 
(2.7%)

シンガポール, 
84.0 , (2.5%)

メキシコ, 70.5 , 
(2.1%)

日本, 66.2 , 
(2.0%)

その他, 
1,390.9 , 
(41.6%) 2022年

（3,341.4億米ドル）

中国, 607.4 , 
(22.3%)

米国, 513.0 , 
(18.8%)

アルゼンチン, 
131.0 , (4.8%)

ドイツ, 128.1 , 
(4.7%)インド, 88.5 , 

(3.2%)
ロシア, 78.5 , 

(2.9%)

イタリア, 55.7 , 
(2.0%)

韓国, 54.6 , 
(2.0%)

サウジアラビア, 
53.1 , (1.9%)

日本, 53.0 , 
(1.9%)

その他, 963.1 , 
(35.3%)

2022年
（2,726.1億米ドル）



億米ドル 構成比（％） 億米ドル 構成比（％）

全体 465.6 100.0 全体 425.5 100.0

① 中国 317.8 68.3 ① 中国 165.3 38.8

② スペイン 19.4 4.2 ② 米国 50.6 11.9

③ タイ 16.8 3.6 ③ スペイン 35.7 8.4

④ イラン 13.5 2.9 ④ チリ 31.3 7.4

⑤ オランダ 11.3 2.4 ⑤ ポルトガル 25.3 5.9

石油製品, 235.5 , 

(8.6%)

原油, 99.2 , 

(3.6%)

カリ肥料, 89.3 , 

(3.3%)
複合肥料, 77.2 , 

(2.8%)

自動車部分品, 

75.1 , (2.8%)

除草剤、殺虫剤

等, 68.6 , (2.5%)

窒素肥料, 66.4 , 

(2.4%)

石油ガス, 63.0 , 

(2.3%)

集積回路, 

58.5 , (2.1%)

ターボジェット、その他ガス

タービン等, 57.4 , (2.1%)

その他, 1,836.0 , 

(67.4%)

大豆, 465.6 , 

(13.9%)

原油, 425.5 , 

(12.7%)

鉄鉱石, 289.2 , 

(8.7%)

石油製品, 130.4 , 

(3.9%)

トウモロコシ, 

121.8 , (3.6%)糖類, 110.1 , 

(3.3%)牛肉, 109.4 , 

(3.3%)

大豆油かす, 

103.4 , (3.1%)

とり肉, 88.9 , 

(2.7%)

コーヒー, 85.4 , 

(2.6%)

その他, 1,411.6 , 

(42.2%)

（出典）MDIC

ブラジルの主要輸出品目と主要相手国

ブラジルの主要輸入品目と主要相手国

【原油】【大豆】

【鉄鉱石】 【石油製品】

【石油製品】 【原油】

【カリ肥料】 【複合肥料】

主要輸出品目は資源（原油、鉄鉱石等）、食品（大豆、トウモロコシ、糖類、肉類等）。主要輸入品目は石油製品、肥料、自動車部分品を中
心に、電気機器など幅広い品目にわたっている。

数値は億米ドル、括弧内は構成比

数値は億米ドル、括弧内は構成比

9※数値は2023年3月時点の公表値から算出

2022年
（3,341.4億米ドル）

2022年
（2,726.1億米ドル）

億米ドル 構成比（％） 億米ドル 構成比（％）

全体 289.2 100.0 全体 130.4 100.0

① 中国 181.9 62.9 ① シンガポール 58.6 44.9

② マレーシア 15.2 5.3 ② オランダ 8.8 6.8

③ バーレーン 13.3 4.6 ③ 米国 4.9 3.8

④ 日本 11.0 3.8 ④ ヴァージン諸島 4.8 3.7

⑤ 韓国 8.6 3.0 ⑤ パナマ 4.7 3.6

億米ドル 構成比（％） 億米ドル 構成比（％）

合計 235.5 100.0 合計 99.2 100.0

米国 127.9 54.3 ① サウジアラビア 32.0 32.3

インド 25.9 11.0 ② 米国 30.0 30.3

UAE 22.4 9.5 ③ UAE 11.9 12.0

オランダ 11.7 5.0 ④ オランダ 5.8 5.9

ロシア 11.1 4.7 ⑤ ロシア 5.7 5.7

億米ドル 構成比（％） 億米ドル 構成比（％）

合計 90.7 100.0 合計 77.2 100.0

① カナダ 37.1 40.9 ① ロシア 22.4 29.0

② ロシア 24.3 26.8 ② 米国 14.8 19.2

③ イスラエル 8.7 9.6 ③ モロッコ 13.3 17.2

④ ドイツ 8.4 9.3 ④ 中国 8.0 10.3

⑤ ベラルーシ 3.6 4.0 ⑤ サウジアラビア 7.2 9.3



自動車部分品, 
9.0, (16.9%)

エンジン部分品, 
1.6, (3.0%)

集積回路, 1.4, (2.7%)

複素環式化合物, 
1.4, (2.6%)

自動調整機器, 
1.1, (2.1%)

核酸及びその塩、その他複
素環式化合物, 1.1, (2.1%)

ベアリング, 1.1, (2.1%)
自動二輪車部分品等, 

1.0, (2.0%)

その他, 35.3, 
(66.6%)

億円
構成比

（％）
億円

構成比

（％）

総計 3,391.0 100.0 総計 4986.1 100.0

① アメリカ合衆国 2,420.1 71.4 ① カザフスタン 956.3 19.2

② ブラジル 570.1 16.8 ② 中華人民共和国 557.3 11.2

③ カナダ 364.6 10.8 ③ ロシア 533.6 10.7

④ 中華人民共和国 33.4 1.0 ④ ブラジル 500.8 10.0

⑤ ロシア 2.7 0.1 ⑤ マレーシア 497.0 10.0

億円
構成比

（％）

総計 9,206.4 100.0

① アラブ首長国連邦 1,711.6 18.6

② ロシア 1,501.2 16.3

③ オーストラリア 1,388.7 15.1

④ ニュージーランド 681.0 7.4

⑤ サウジアラビア 586.1 6.4

⑥ 中華人民共和国 503.6 5.5

⑦ ブラジル 476.6 5.2

億円
構成比

（％）
億円

構成比

（％）
億円

構成比

（％）

総計 7,643.4 100.0 総計 18,050.2 100.0 総計 2,077.8 100.0

① アメリカ合衆国 4,921.7 64.4 ① オーストラリア 9,579.8 53.1 ① ブラジル 1,407.5 67.7

② ブラジル 1,744.7 22.8 ② ブラジル 5,818.4 32.2 ② タイ 611.4 29.4

③ アルゼンチン 530.2 6.9 ③ カナダ 1,313.9 7.3 ③ アメリカ合衆国 33.6 1.6

④ 南アフリカ共和国 379.6 5.0 ④ 南アフリカ共和国 611.0 3.4 ④ ハンガリー 6.2 0.3

⑤ ウクライナ 41.7 0.5 ⑤ アメリカ合衆国 273.4 1.5 ⑤ フランス 6.0 0.3

ブラジルの対日本主要輸出品目 ブラジルの対日本主要輸入品目

（出典）MDIC

（出典）財務省（日本）
※数値は2023年3月末時点の公表値から算出

ブラジルの対日本主要輸出品目の日本側から見たブラジルの構成比（2022年）

【鉄鉱石】 【とり肉】【とうもろこし】

【コーヒー】

【アルミニウム】

【合金鉄】【大豆】

※日伯ともにHS番号４桁の数値。鉄鉱石2601、
とうもろこし1005、とり肉0207、コーヒー0901、
アルミニウム7601、合金鉄（フェロアロイ）7202、
大豆1201

2022年
（66.2億米ドル） 2022年

（53.0億米ドル）

対日貿易

対日貿易においては、主要輸出品目は資源（鉄鉱石、アルミニウム等）や食品（トウモロコシ、肉類、コーヒー、大豆等）、主要輸入品目は自
動車関連が中心となっている。

数値は億米ドル、括弧内は構成比 数値は億米ドル、括弧内は構成比

10

※数値は2023年3月時点の公表値から算出

トウモロコシ, 
13.6, (20.5%)

鉄鉱石, 11.0, 
(16.7%)

とり肉, 9.5, 
(14.3%)

コーヒー, 3.9, 
(5.8%)

アルミニウム, 
3.7, (5.6%)

大豆, 3.6, 
(5.4%)

合金鉄, 3.4, 
(5.1%)

化学木材パルプ, 
3.3, (5.0%)

大豆油かす, 
3.3, (5.0%)

その他, 10.9, 
(16.5%)

億円
構成比

（％）

総計 2,333.3 100.0

① ブラジル 572.6 24.5

② コロンビア 396.4 17.0

③ ベトナム 306.6 13.1

④ エチオピア 179.9 7.7

⑤ グアテマラ 175.8 7.5



Ⅳ．日伯投資

対ブラジル直接投資（資本参加分）の国別構成比
総額435.9億ドル（2022年）

（出典）伯中央銀行

（出典）伯中央銀行

（億ドル）

日本の対ブラジル直接投資（資本参加分）の推移

※中国：0.35億ドル（0.08％）。但し、第三国経由の投資額が含まれて
いないため、実際よりも少ない数値となっている。

11

数値は億米ドル、括弧内は構成比

2022年の日本の直接投資額（資本参加分）は7.56億ドルで構
成比は1.73％と、10番目の規模。

米国, 109.92 , 
(25.2%)

オランダ, 
86.22 , (19.8%)

ルクセンブルク, 
35.38 , (8.1%)

スイス, 14.82 , 
(3.4%)

スペイン, 
26.79 , (6.1%)

その他, 
162.78 , 
(37.3%)
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25.02 

75.36 

14.71 

25.16 

37.80 

28.78 

14.12 

5.37 

11.24 

19.58 20.11 

5.54 7.56 

0

10

20

30

40

50

60

70

80


